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令和４年第２回相楽郡広域事務組合議会定例会審議結果 

 

 令和４年第２回相楽郡広域事務組合議会定例会が、１１月２５日（金）に大谷処理場会議

室において会期１日間で開催されました。 

 今定例会では、令和３年度一般会計歳入歳出決算認定など８件の議案が上程されましたが、

いずれも慎重な審議の末、原案のとおり同意・認定・可決されました。 

 

○提出議案 

議案番号 件  名 提案理由･概要 議決結果 

同  意 

第 １ 号 

相楽郡広域事務組合

公平委員会委員の選

任について 

公平委員会委員 藤木美能里氏の任期

が、令和４年１２月１８日をもって満了

することに伴い、同委員を再任するた

め、議会の同意を求めるものです。 

同 意 
（全会一致） 
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認    定 

第 １ 号 

令和３年度相楽郡広

域事務組合一般会計

歳入歳出決算認定に

ついて 

令和３年度一般会計決算 

・歳入総額は、 

２億５９５７万８６５９円 

・歳出総額は、 

２億５４９７万２０９８円 

・歳入歳出差引額は、 

４６０万６５６１円 

・実質収支額は、 

４６０万６５６１円 

認 定 
（全会一致） 

認    定 

第 ２ 号 

令和３年度相楽地区

ふるさと市町村圏振

興事業特別会計歳入

歳出決算認定につい

て 

令和３年度特別会計決算 

・歳入総額は、 

３２２５万８４９８円 

・歳出総額は、 

２７５４万 ３９３円 

・歳入歳出差引額は、 

４７１万８１０５円 

・実質収支額は、 

４７１万８１０５円 

認 定 
（全会一致） 

議  案 

第 ８ 号 

相楽郡広域事務組合

職員の給与に関する

条例の一部を改正す

る条例について 

「一般職の職員の給与に関する法律」

の適用を受ける国家公務員の給与につ

いては、令和４年８月８日に人事院勧告

がなされ、これを受け、法律案が令和４

年１１月１１日に可決されました。 

本組合職員の給与についても、国家公

務員に準拠していますことから、国と同

様に月例給・勤勉手当を改定する必要が

あり、また、職員給料支給方法を変更す

るため、職員給与条例の一部を改正する

ものです。 

可 決 
（全会一致） 

議  案 

第 ９ 号 

相楽郡広域事務組合

会計年度任用職員の

給与等に関する条例

の一部を改正する条

例について 

会計年度任用職員の給料について、京

都府の最低賃金引き上げに対応し、支給

水準を引き上げるため、会計年度任用職

員の給与等条例の一部を改正するもの

です。 

可 決 
（全会一致） 
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議  案 

第１０号 

令和４年度相楽郡広

域事務組合一般会計

補正予算（第１号）に

ついて 

令和４年度一般会計予算に、歳入歳出

それぞれ４６０万５千円を増額し、歳入

歳出予算の総額をそれぞれ２億７３６

０万５千円とするのものです。 

歳出では、職員給与条例の一部改正に

伴う一般管理費の増額、し尿処理費、予

備費の増額補正を行い、歳入では、前年

度繰越金の確定額を増額する補正を行

うものです。 

可 決 
（全会一致） 

議  案 

第１１号 

令和４年度相楽地区

ふるさと市町村圏振

興事業特別会計補正

予算（第１号）につい

て 

令和４年度の特別会計予算に、歳入歳

出それぞれ６８３万１千円を増額し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ７億３４

８３万１千円とするのものです。 

歳出では、振興費、休日応急診療費の

増額補正を行い、歳入では、財産運用収

入、診療報酬収入の増額、前年度繰越金

の確定額を増額する補正を行うもので

す。 

可 決 
（全会一致） 

議  案 

第１２号 

京都府市町村職員退

職手当組合規約の変

更について 

京都府市町村職員退職手当組合を組

織する地方公共団体のうち、相楽郡広域

事務組合が名称変更することに伴い、規

約別表に掲げる組合市町村の名称変更

を行うべく組合規約を変更することに

ついて、議会の議決を求めるものです。 

可 決 
（全会一致） 

 


